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（平成28年1月発行） 

市民を愛する 市民に愛される 病院へ 

              ご 挨 拶 
 

  明けましておめでとうございます。昨年は、本院との連携を密にしていただき厚く御礼申し

上げます。有明地域の基幹病院、そして地域医療支援病院として地域医療を確保し、地域
がん診療連携拠点病院、脳卒中急性期拠点病院、さらに、急性心筋梗塞急性期拠点病院
として、本年も益々の病診連携の推進と地域医療の質の向上を図り、地域完結型医療を目
指します。そのためにも、より一層の努力を惜しまず実行していく所存です。何卒ご支援賜
りますようよろしくお願い申し上げます。 

  一昨年末に開始したICT「有明地域医療連携ネットワーク（通称：有明ネット）」における現
状は、接続（登録）医療機関16機関、参加医師数18名、同意患者数60名となっております。

また、当院は福岡県医師会の緊急時ネットワーク「とびうめネット」にも参加しており、さらに
、28年度中には、熊本県医師会が進めているICTネットワークに参加する予定となっており
ます。今後、インターネットを使用したICTは益々広がりを見せていくものと思います。病診

連携の輪が次第に大きくなり、患者さんへ「安心安全で質の高い医療の提供」が可能となっ
ていくものと思います。 

  さて、本院の病診連携室は、病院正面玄関右手の「相談支援センター」内にあります。相

談支援センターでは、センター長の不破副院長を始め、副センター長の濵口緩和ケア内科
部長、山下主任看護師、がん診療連携担当の松山主任緩和ケア認定看護師、社会福祉士
3人、精神保健福祉士2人、医療福祉相談員1名、事務職4人の14名体制で、「地域医療連

携」「がん医療連携」「医療福祉相談」業務を中心に行なっております。その内容は、ご紹介
患者の対応、退院についての相談及び支援、あるいは、認定看護師の在宅ケアなどの病
診連携とがん患者の諸種のご相談（セカンドオピニオンやがんの悩みなど）に携わっており
ます。お気軽にご利用ください。 

  また、本院の地域医療研修センターでは、医師会の講演会、がん診療連携拠点病院とし

ての研修会や講演会、さらに、有明地域医療連携ネットワークの研修会や一般市民を対象
とした市民公開講座や循環器勉強会など、地域医療支援病院として諸種の講演会や研修
会に利用していただき、この有明地域の医療の質の向上に一役買わせていただいておりま
す。 

  本年も病院キャッチフレーズ「市民を愛する、市民に愛される病院へ」を目指し、皆様方の

ご支援ご協力を賜りながら、質の高い医療と安心安全な医療の提供を目指して行く所存で
す。この有明の地域医療をしっかり守って参りますので、本年も荒尾市民病院をどうぞよろ
しくお願いいたします。 

  追伸：平成28年3月12日（土）14：00～17：00、荒尾総合文化センター大ホールにて「荒

尾市民病院緩和ケア市民公開講座」を開催いたします。是非、参加のほどよろしくお願いい
たします。 

                          平成28年 正月  病院事業管理者 大嶋壽海 

地域医療支援病院  地域がん診療連携拠点病院  脳卒中急性期拠点病院 

急性心筋梗塞急性期拠点病院  基幹型臨床研修病院  日本医療機能評価機構認定 



 

 当科で行なっている主な検査です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 また、循環器内科の協力のもと、以下の検 
 

査も必要に応じ行っております。 

 
 

 

 

 

 

 

  

 先生方の診療の中で、これらの検査が必 
 

要な患者さんがいらっしゃいましたら、神経 
 

内科へご紹介いただきますよう、よろしくお 
 

願いいたします。 

 

 

 

                                    荒尾市民病院 神経内科 大嶋俊範 
 

 荒尾市民病院の神経内科は、昨年4月に常勤医2名が着任し、再開されました。 

 当科では、脳神経外科医2名との密な連携はもとより、多職種とのチーム医療を展開すること
により、脳血管障害を中心とした急性神経疾患と、患者目線にたった神経難病診療を2本柱と

しながら、認知症、頭痛、痺れ、てんかんの他、睡眠障害に至るまで、神経疾患全般にわたり、
広く診療を行っております。 

 当院は急性期の自治体病院であることから、慢性に症状が進行する「神経難病」は病院の性
質上そぐわない印象をお持ちかもしれませんが、地域完結型の医療を目指し、各種神経難病
にも積極的に対応しております。 

 

 当科では、一般診療に加え、取り組んでい 

る治療があります。 

・急性期から回復期までの一貫した脳梗塞 

 治療 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パーキンソン症候群（パーキンソン病も含 

 む）の診断と集中リハビリテーション 

 

 

 

 

 

荒尾市民病院における神経内科の特徴について 

 

○一般的な血液検査・レントゲン撮影 

○髄液検査 

○神経伝導検査や針筋電図検査など 

  の電気生理学的検査 

○頸動脈超音波検査 

○CT 

○MRI（VSRADも可能）／MRA 

○脳血流シンチグラフィ 

○ドパミントランスポーターシンチグラ 

  フィ （DaTSCAN） 
○MIBG心筋シンチグラフィ 

○脳血管造影 

○アミロイド検査のための腹壁脂肪
吸 

  引 （針生検）                          

                     

神経内科関連疾患で施行可能な検査 

 ○経胸壁心臓超音波検査 

 ○経食道心臓超音波検査 

 ○心電図（R－R間隔測定も含む） 
 ○24時間ホルター心電図 

 ○1週間ホルター心電図 

神経内科の特色ある入院治療 

リハビリテーション技術科と協力し、急
性期治療の時期から、患者さんおひと
りお一人の全身状態を考慮した上でリ
ハビリテーションの提供を行なっていま
す。 

○脳梗塞発症後早期から離床を進め 

 る「 早期リハビリテーション」の実施 

○急性期治療を終え、在宅復帰を目 

 指す 「回復期リハビリテーション病 

 棟」での充実したリハビリテーション 

 の実施 

また、脳梗塞の再発を防止するための
「くまモン指導」や「糖尿病教室」などを
利用した患者教育に力を注ぐことで、
退院後の生活改善の実施を支援して
います。 

パーキンソン症候群に関しては、詳細な
神経診療に加え、頭部MRIや
DaTSCAN、MIBG心筋シンチなどの検

査を駆使し、鑑別診断を行うことで最適
な治療と入院によるリハビリテーションを
提供しています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  担 当 医 

月 
大嶋 俊範 

（13：30～16：30） 

火 渡邉 聖樹 

水 大嶋 俊範 

木 休 診 

金 
渡邉 聖樹 

（午前）   
山中 信和 

（午後）   

• 今年もどうぞよろしく 神経内科医師の紹介 

 神経内科 

 平成10年卒 

神経内科部長 

神経内科医長 

日本内科学会総合内科専門医 

日本神経学会専門医 

日本脳卒中学会専門医 

日本脳神経血管内治療学会専門医 

日本内科学会内科認定医 

日本神経学会  

日本内科学会  

日本脳卒中学会  

日本脳神経血管内治療学会  

 神経内科 

 平成19年卒 

日本神経学会  

日本内科学会  

日本脳卒中学会  

日本パーキンソン病運動障害疾患学会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※木曜日は休診です。 

※金曜日の午後は非常勤医師になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当院では病状に応じ、2～3週間の短期 
 

集中型のリハビリテーションを行ってい 
 

ます。 
 

  

  
  

 特にパーキンソン病においては、リハビ 
 

 リテーションが非常に有効であり、薬剤  
  

 の安易な調整に頼るのではなく、リハビ 
  

 リテーションとの相乗効果を狙っていま 
  

 す。 

 

※木曜日は休診です。 

※金曜日の午後は非常勤医師になります。 

※急患に関しては、いつでもご紹介ください。 

外来診療スケジュール（神経内科） 

 いずれの病態においても、日常生活動 
 

作レベルの低下により、住宅改修が必要 
 

な患者さんには、リハビリテーション技術 
 

科のスタッフが、退院前に自宅に訪問し 
 

し家屋調査を行い、機能に応じた住宅改 
 

修のアドバイスも行なっております。 
 



《編集後記》 
 明けましておめでとうございます。昨年中は、いろいろとお世話になり誠にありがとうございました。 

どうぞ本年もよろしくお願い申し上げます。 

 さて、今年の干支は「丙申」（十干と十二支を組合わせた正確な干支）です。「丙申」は革命の年とも
言われ、時代に大きなうねりが生じ、さまざまな出来事が起こると言われています。医療界では、4月に
診療報酬改定があり、非常に厳しい改定が予想されています。「猿猴 月を取る」ということわざがあり
ますが、心してこの一年を過ごさねばと思っています。             （相談支援センター：藤川） 

《病院理念》 
 

荒尾市民病院は、地域住民の健康の維
持増進に努め、患者中心の安全で質の
高い医療の提供を目指します。 

 

《基本方針》 
 

1．地域の信頼に応える基幹病院として   

  最善の医療を提供します。 

2．地域連携を進め、地域完結型医療 

  を目指します。 

3．患者の人権を尊重し、暖かい心を持 

  った医療人を育成します。 

4．効率的な経営管理を基本とし、健全 

  な経営を目指します。 

 

《患者様の権利と責務》 
  

1．あなたは、個人としてその人格が尊重される権利があります。 

2．あなたは、あなたの病気について、良質な医療を平等に受ける 

  権利があります。 

3．あなたは、医療の内容について十分な説明を受け、十分な納得 

  と同意の上で適切な医療を選択し、決定することができる権利 

  があります。 

4．あなたは、個人情報とプライバシーが守られる権利があります。 

5．あなたは、ご自身のカルテなどの診療記録の開示を求め、その 

  内容や説明を受ける権利があります。 

6．良質な医療を実現するため、医師等に患者さまご自身の健康に 

  対する情報を正確に伝える責務があります。 

7．病院の規則に従い他者への迷惑にならないように努める責務  

  があります。 

8．臨床研修医、看護学生等が指導者の監督のもと研修や実習を 

  行なっていることへの協力をお願いいたします。 
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有明地域医療連携ネットワーク 

合同研修会（講演） 開催 
 

当院の神経内科部長渡邉医師による講
演会を開催いたします。出席ご希望の
方は地域医療連携室までご連絡くださ
い。 

 

日 時：平成28年2月10日（水） 
     19：00～19：45 

場 所：荒尾市民病院 南棟4階 

     地域医療研修センター 

講 演：「パーキンソン病について」 
講 師：渡邉 聖樹 医師 

     荒尾市民病院 神経内科部長 

 

荒尾市民病院 

緩和ケア 市民公開講座 開催 
「緩和ケアの”こころ”そして“いのち”を考える」と題し
、市民公開講座を開催いたします。参加費無料、多
くの方のご参加をお待ちしております。 
 

日 時：平成28年3月12日（土） 
     14：00～17：00（13：00開場） 
場 所：荒尾総合文化センター 大ホール 

特別講演 

   「緩和ケアの“こころ”とは？ 

       ～死から“いのち”を考える～」 
講 師：高宮 有介 医師 

     昭和大学医学部 医学教育推進室 講師 

パネルディスカッション 

   「荒尾地区における緩和ケアの現状」 

ご案内 

mailto:bsn@hospital.arao.kumamoto.jp

